
32 岩医大歯誌　1632－37，1991

若年者における歯周疾患の細菌学的検索

柏
藤
子

重八

佐

金

　　　隆　梁川輝行　熊谷敦史
仁哉　上野和之　本田寿子＊
　　　克＊

　　岩手医科大学歯学部歯科保存学第2講座

　　　　　　（主任：上野和之教授）

　　岩手医科大学歯学部口腔微生物学講座＊

　　　　　　（主任：金子　克教授）

　　　　　［受付：1991年2月15日］

　Abstract：　We　studied　the　occurrence　of　Cαρηo〈騨oρ泌gα　sρρ．　and　刀α佛qρ力汕s

αZ沈o例夕o躍沈oo沈泌πs　in　periodontal　pockets　using　selective　medium．　The　subjects　examined　in

this　study　consisted　of　148　students　（75　junior　high　school　students　and　73　high　school　students）　．

They　were　divided　into　four　groups　by　clinical　examination：simple　gingivitis（SG）group，

proliferative　gingivitis（PG）group，　adult　periodontitis（AP）and　juvenile　periodontitis（JP）group

and　control　group．　Cα加ocyZo助αgαoc加αcθαcould　be　isolated　almost　equally　from　both　healthy　and

affected　sites．　However，　the　occurrence　of、研2θ7ηo助汕8αc吻oη2yc¢彪η2coη2紘αηs　varied　significantly

among　the　groups　by　Chi－square　test．　In　the　PG　group　and　AP　and　JP　group，　no　statistically

significant　age－and　sex－differences　were　found　in　the　microbe－positive　rates．

　It　was　concluded　that、砺θ〃20ρ厄ωsαcオ仇o〃2yc26θ仇co〃磁αηs　occurred　frequently　at　periodontal

diseased　sites　in　junior　high　school　students　and　high　school　students．

key　words：juvenile　periodontitis，　Cα助ocツτq助α9αSρρ．，・砺のηoρ厄ωsαcτ仇oηycθτ¢ηλco7η紘αηs

緒 言

　若年性歯周炎は明確に定義づけられた疾患で

はないがD，一般には歯槽骨の進行性破壊が存

在するにも関わらず歯肉の炎症が軽微であるこ

と，病変の進行程度と局所刺激因子との関連性

が明らかでないこと，発現部位に特徴があるこ

と，発現に性差があることなどの点で成人型の

歯周炎とは異なった病態を示すとされてい

る2）。この病変の成り立ちに関しては，現在ま

でのところ遺伝学的3），細菌学的，免疫学的4）分

野などいろいろな方面から研究されている。と

くに細菌学的見地からは，仇θ仇oρ万zμs

αdiηo〃2yceτ¢初co勿従αηsとC角ρηoc〆qρんα9α

sρρ．が関連するという報告5）がある一方，これ

らの細菌に特異的な病変ではないとする報

告6・7）もあり，明らかな結論を得るに至ってい

ない。そこで，若年性歯周炎の発現時期に一致

する少年少女期後半から青春期（10歳代に相当

する時期）までの中，高生を対象として臨床的

調査を行ない，臨床所見と前述の2種類の細菌

との関連性についての検索を試みた。
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Table　1．
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The　occurrence　of　Co4）ηo（ッτoρんαgαoc力猶ocθαand正品θ仇qρMωsαcτ加o吻夕cθ’θ勿co〃2παηs　in　each

group　by　diagnosis　（％）　、

Bacterial　species control SG PG AP＋JP
Cα助oc吻助α9αOC力勉Cρα 71．4　（10／14）　　　52．8　（19／36）　　　68．1　（32／47）　　　64．7　（33／51）

1桓㎝0ρん伽Sα0’伽卿cθ’θ卿CO物吻ηS 14．3　（2／14）＊　　11．1　（4／36）＊　　38．3　（18／47）＊　　47．1　（24／51）＊

SG＝simple　gingivitis　PG＝proliferative　gingivitis　AP＝adult　periodontitis

Jp＝juvenile　periodontitis

（／）＝Number　of　persons　positive　for　the　microbes／Total　number　of　persons

＊Statistically　significant　at　P〈0．01（Chi－square　test）

材料と方法

　被検者は岩手県の岩泉地区に居住する中学生

302名と高校生503名であり，学校医による踊

蝕の検診に引き続いて，複数の歯科医師によっ

て歯周組織と咬合関係の診査を実施した。第1

段階として肉眼的炎症所見，切歯部と第一大臼

歯部における歯周ポケット深度，アタッチメン

トロス，咬合関係にっいて診査した後，歯周病

変例，咬合異常例，健全例などに選別した。第

2段階としては，これら歯周病変例について，

ポケット深度，出血と排膿，gingival　index

（GI），plaque　index（PII）などを精査した後，

以下の4群に分類した。すなわち，プラークコ

ントロールの徹底で炎症性病変の改善が予測さ

れる単純性歯肉炎群（simple　gingivitis：SG），

炎症性変化に伴う反応性の線維の増加の見られ

る増殖性歯肉炎群（proliferative　gingivitis：

PG），局所刺激因子の明らかな部位に骨吸収を

伴う成人型の歯周炎群（adult　periodontitis：

AP），病態と病因との関連からいわゆる若年性

歯周炎の範中に含まれると診断された群
（juvenile　periodontitis：JP）である。これら歯

周病変群134例と，健全な歯周組織を有する例

から選択されたコントロール群14例の計148

例（中学生75例，男子：46名，女子：29名，

高校生73例，男子：34名，女子39名）に対し

て細菌学的検索を試みた。

　検索材料の採取に際しては，採取部の歯肉縁

上プラークを滅菌綿球とキュレットタイプのス

ケーラーによって除去してから滅菌済みのペー

パーポイントを30秒間，歯肉溝内に挿入する
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Fig．1　The　occurrence　of　Cα1）ηocy’（～ρんαgαocん7ひ

　　　ceαand』〃202）力杜zzsαcれηoη2ycθ’θ〃2εo〃鹿一

　　　’αηsin　each　group　by　diagnosis．

SG＝simple　gingivitis

PG＝proliferative　gingivitis

AP＝adult　periodontitis

JP＝juvenile　periodontitis

方法をとった。ペーパーポイント摘出後，速や

かに3mlのABCM　broth（栄研）の入った小試

験管中に浸してアイスボックス内に保管してお
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Table　2．
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The　occurrence　of　Cαρηocy‘oρんαgαoc〃αcθαand猛zeητoρカμμsαd仇o加yc¢‘θ〃2coη允αηs　in　PG

groups　and　AP十JP　groups（％）．Comparison　of　JHS　and　HS．

Bacterial　species，　JHS　and　HS PG AP＋JP
C砂ηocツω助α9αocカπzcθα

　　　　　　　　　　JHS

　　　　　　　　　　HS

Hαθ仇0助ゼωSαC吻07ηycθまθ彿COη耐αηS

　　　　　　　　　　JHS

　　　　　　　　　　HS

72．4　（21／29）

61．1（11／18）

37．9　（11／29）

38．9　（7／18）

43．8　（7／16）

74．3　（26／35）

37．5　（6／16）

51．4　（18／35）

JHS＝junior　high　school　students　HS＝high　school　students　PG＝proliferative　gingivitis

AP＝adult　periodontitis　JP＝juvenile　periodontitis

（／）＝Number　of　persons　positive　for　the　microbes／Total　number　of　persons

き，24時間以内にvortex　mixerで撹拝後，

0．03mlを選択培地に塗抹してcandle　jar

method，37℃で培養した。選択培地としては，

C⑳ηo（測oρ肋gαsρ少ではRummensら8）が使

用したCAP培地を，亙α6’沈o〃2yo碗〃2co〃～Z一

ταηsではSlots9のTSBV培地を改良したも

の1°）を用いた。培養および観察期間は，Cαρηo－

c〆o助αgαs餓で3日間，Hαc励o勿yc¢彪勿一

εo〃2泌卵で5日間とし，培地上のコロニーを

観察した。培地上に発育したコロニーのうち

で，前述の2細菌の特徴（色，形態，滑走性な

ど）を示すコロニーを選択し，グラム染色をほ

どこしてグラム陰性桿菌であることを確認し

た。さらに生化学的性状［ミニテックシステム

（BBL）使用］，血液寒天培地での溶血性や，

MacConkey培地における発育の有無　さらに

はオキシダーゼ反応などについても検索して同

定した。

　それぞれの細菌の存否と歯周病変との関連性

や中学生と高校生の年齢との関連，さらには性

別との関連にっいても，カイ自乗検定（危険率

1％）を用いて統計学的に比較検討した。

結 果

　細菌学的検索は，成人型歯周炎（AP）と若年

性歯周炎（JP）の歯周炎群（AP＋JP），単純性

歯肉炎群（SG），増殖性歯肉炎群（PG），コント

ロール群（CONTROL）の4者について試み
た。
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Fig．2　The　occurrence　of　Cαρηocyτqρんαgαocんrα一

　　　cθαand仇e〃20ρ力μμs（zαiηo〃2ycθ’θη2co〃π一

　　　ε伽sin　PG　group，　AP十JP　group．

　　　Comparison　of　junior　high　school　stu－

　　　dents　（JHS）　and　high　school　students

　　　（HS）．

PG＝proliferative　gingivitis

AP＝adult　periodontitis

Jp＝juvenile　periodontitis

　Table　1およびFig．1a，1bはこれら4群

についてCo仇κ～τθαおよび、互αεz物o勿yερz－

e〃τco〃耐αηsを分離した人数と比率を示したも
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Table　3．
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The　occurrence　of　Cαρηocy’oρ海αgαoc加αcθαand　1允ρ〃zo1）砺ωsαcτ仇oη2ycθ花〃zcoη2庇αηs　in　PG

groups　and　AP十JP　groups（％）．Comparison　of　male　and　female．

Bacterial　species，Male　and　Female PG AP＋JP
CαρηocyZO助α9αOC加αceα

　　　　　　　　　　Male

Female

飽¢η20ρMω∫ααゼη0ηzycθど¢〃ZCO〃2銘αηS

　　　　　　　　　　Male

Female

71．0　（22／31）

62．5　（10／16）

38．7　（12／31）

37．5　（6／16）

66．7　（16／24）

63．0　（17／27）

54．2　（13／24）

40．7　（11／27）

PG＝proliferative　gingivitis　AP＝adult　periodontitis　JP＝juvenile　periodontitis

（／）＝Number　of　persons　positive　for　the　microbes／Total　number　of　persons

のである。なお分離菌株は，中学生と高校生

148名からCo仇mceα94株，丑αc吻o〃2ycρ‘一

¢〃2co〃2παηs　48株を分離同定したが，　Cg仇g‘一

〃αZ毎Csρ磁gθηαは分離できなかった。　Coc力・

7αcθαは歯周病変とは関係なく分離された

（Fig．1a）。また，1Zαcτ仇o勿ycθτθ勿co沈〃αηs

は4群間の分離率に歯周病変の状態と関連して

有意差を認めた（Table　1，　Fig．1b，）。

　次いで，検査対象数が比較的多い増殖性歯肉

炎（PG）群と歯周炎（AP＋JP）群について，

中，高校生と性別との関連を調査した。Table

2とFig．2a，2bは中学生（JHS）と高校生

（HS）間のPG群とAP＋JP群について2種類

の細菌を分離同定できた人の比率の比較を，

Table　3およびFig．3a，3bは男女間におけ

るその比較を示したものである。増殖性歯肉炎

（PG）群にっいてはCoc加αcθα，五αcε仇o勿一

ycθτ¢勿co勿如ηsともに中学生，高校生の間に

差異は認められなく，歯周炎（AP＋JP）群では

COC加αCθα，互αCτ‘η0〃2ycθ孟θ〃2CO〃吻αηSとも高

校生で高かった（Fig．2b）が，統計学的に有意

の差は認められなかった（Fig．2a）。また，男

女間についてみると，Co仇mceαとPG群の

HαC吻0〃2ycθZθ勿CO勿∂αηSは男女ともほぼ同

程度であり，歯周炎群（AP＋JP）のHαc’‘η一

〇仇yce彪ηCO勿伽ηSで男子がやや高い分離率を

示した（Fig．3b）が，統計学的に有意の差は認

あられなかった。
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Fig．3　The　occurrence　of　Cαρηocyτoρぬαgαoc肱α一

　　　c¢αand五2θ〃④oρ〃犯μsαcτiηo〃2ycρ旋2〃2co〃π一

　　　Zαη∫in　PG　group，　AP十JP　groups．

　　　Comparison　of　male　and　female．

PG＝proliferative　gingivitis

AP；adult　periodontitis

Jp＝juvenile　periodontitis

考 察

　Cαρηocガqρ泌gαsρρは一般にヒトの口腔内

歯肉溝の健全部および病的部位の両者から分離
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される細菌である11）。歯肉縁下プラークを選択

培地を用いて検索した報告によると，歯肉炎部

ではCg仇gτ〃α除が，また若年者の歯周炎部で

はCOC伽αCθαが高い割合で存在していたとし

ている12）。今回の検索では，そのような特定の

病変部に特定の細菌が局在するような傾向はと

くに認められなかった。一方，若年者の比較的

進行した辺縁性歯周炎部で，Cαρηocyεqρ肋gα

s妙が分離されたが，とくに優勢ではなかっ

たという報告13）や，歯肉辺縁に近接する部位の

プラークの検索ではC⑳ηocyτo助αgα吻．は歯

肉縁下よりも歯肉縁上部や，むしろ健全部に多

く存在しており，この細菌が破壊的な歯周病の

活動的要因とは考えにくいとする報告1ρがあ

る。今回の結果で若年者の歯周炎部にc砂ηo－

cyτq助αgα功ρ．が高率に検出されなかったこと

は彼らの報告と一致する。

　丑αC励0初夕．¢絃沈00琉ω〃Sは口腔細菌叢の

一部をなしており11），成人型歯周炎患者および

若年性歯周炎患者からも分離されることが報告

されている15）。丑αC励0初夕Cρ広¢〃2CO〃功αηSに関

しては，当初は若年性歯周炎との関連性が強く

指摘16mされていたが，近年ではむしろ成人型

歯周炎と関連が深いことを示す報告鋤もあり，

研究者によって必ずしも一致していない。歯周

ポケット内の細菌叢を検索する場合，それぞれ

サンプリング法，選択培地，培養期間など実験

条件が異なっていることを考慮に入れなければ

ならないが，今回の検索結果から丑αc励o毎

ycθ励2co〃碗αηsと歯周病変との間には何らか

の関連があることが示唆される。

　歯周病に関連するこれらの細菌については，

プロービング時に病変部から健全部へ感染する

可能性18）や，家族性に感染する可能性などから，

歯周病を外因感染と考えた研究報告19）がある。

しかし，現段階ではこの細菌が健全な歯肉溝部

にも存在することを考慮に入れると，単なる外

因感染として考えることには無理があるように

も思われた。今後は，内因感染であるとする従

来の考え方2°）をも含めて，免疫学的な観点から

宿主の免疫能と細菌の病原性との関係を解明す

岩医大歯誌　16：32－37，1991

ることが必要であると考えられる。

結 論

　1．Cαρηo（ッzqρ泌gαo仇勉cθαは，若年者の

歯周病変の程度に関係なく存在した。それに対

して丑αc励0初ycθ彪〃2CO仇παηSでは病態と関

連して分離陽性率に有意差を認めた。

　2．増殖性歯肉炎，成人型歯周炎，若年性歯

周炎と診断された例において，中学生と高校生

および男女間では，Co仇mcθα，仇θ勿q助吻s

αC伽0〃2yc％沈CO〃吻αηSの両細菌とも分離陽性

率に有意差は認めなかった。
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